
【１学期が終わります】 

 保護者の皆様、先日行われた高校入試要項説明会ではお世話になりました。 

 いよいよ卒業後の進路について、真剣に考えなくてはならない時期がやっ

てきました。担任との懇談等で、今までの実績を基に、良い進路目標を見つ

けていただければと思います。また近年、いろいろなタイプの高校が増えた

り、受験方法も複雑になったりしています。何か分からないことにつきまし

ては、いつでも気軽に学年スタッフに問い合わせていただければと思います。 

【進路は中身が勝負】 

 中学生は小学生とは違い、３年間で自分を見つめ直し、少しずつ一人一人の進

路を具体的に決めていきます。進路決定までの道のりにおいて、身に付けてほしい３つのポイントをまとめましたの

で、生徒の皆さんはがんばってほしいと思います。 

１ 当たり前のことができる力 

 まず、大事なことは、当たり前のことがごくごく自然にできる力を身に付けていくことです。遅刻をしない、忘れ

物をしない等々、義務教育を卒業したら、進学しても就職しても当然すべき当たり前のことです。逆に言えば、これ

ができないと、どんな進路を選択したとしても長続きしません。途中でやめてしまうことがしばしばあるのです。次

に大切なことは、授業をしっかり受ける、提出物をきちんと出す等々・・・、これも当たり前のことです。入試は、

学力試験と調査書などの総合判定で合格者を決定しています。普段のすべての授業「決して５教科だけではない、特

に実技教科」を大事にしない人には、進学が非常に不利であることは明らかです。もう１つ大事にしてほしいことは、

身なりをきちんとすること、礼儀、身のこなしです。乱れた服装や敬語が使えないこと、姿勢が正せないことは、社

会人としては当たり前ではないのです。入学試験や入社試験などの監督、面接官はプロです。その場を取り繕っても

すぐに見抜かれてしまいます。 

２ 目標をもつ力 

 入学試験は言わばサバイバルレ－スです。入学者の選択権は高校側にあります。「どうしてこの進学先に決めたのか」

が揺らいでしまうと、信念をもって取り組んでいる強いライバルにギリギリのところで差をつけられてしまいます。

志願する高校をよく研究して知ることは、進路に対する目を肥やし、自分自身の「目標」を確かなものにする上でと

ても有意義だと思います。進路をしっかりと見つめ、確固とした「目標」をもちましょう。 

３ 人間関係をつくる力 

 最近の入試は、暗記に頼る学力だけでなく、総合的な学力を見ようとするものに変わってきています。生徒がもつ

知識量だけでなく、人物（生徒そのもの）を大事にしようとしているのです。このような入試では、ただ机にかじり

ついての勉強だけでは物足りません。学校生活、特に行事を頑張り、友達や先生など周りの人達との関わりの中から

身に付くものなのです。これからの行事で、多くの友達と関わり、多くの感動を味わってほしいと思います。入試が

近づいてきたとき、心の支えとなるのは、ともに行事の成功に向けて頑張った仲間です。進路の壁を乗り越えるのに、

クラスの仲間が大いに力になるのです。 

【幸・辛って似ているよね】 

どんな人でも、頑張ろうとする自分とまあいいやと思う自分が同居しています。どうせやるなら精一杯やったほう

が気持ちがよいですよね。 

 ところで、「幸・辛」って似てますよね。いろいろな言葉について辞書をひいてみると面白いですね。例えば、「勝

つ」と書いて「かつ」と読みます。「勝える」と書いて「たえる」と読みます。勝つということは、たえることなのか

もしれません。先人たちは本当に考えて、言葉を作ったと思います。辛さ（つらさ）に耐えることが、勝つことにつ

ながるということをいっているのかもしれません。 

 また、この辛い（つらい）という字もおもしろい。「辛い」（つらい）という字に「一」を加えてみましょう。「幸せ」

（しあわせ）になるのです。「辛い」（つらい）をいっぱい味わっていくうちに、幸せがやってくるということをいっ

ているのかもしれません。 
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【何か困ったことがあれば、相談する】 
辛いことや悲しいことは誰にでもあります。しかし、自分だけではどうすることもできなくなった時には、一

人で悩んではいけない。保護者の方に話す。兄弟姉妹に話す。先生に話す。あるいは、友達に話す。とにかく、
一人で悩んではいけない。誰かがきっとあなたを助けてくれるはずです。人を信じてほしい！ 
【形は心を作り、心は形を司る】 

「形は心を作り、心は形を司る」という言葉があります。みなさんは学校で、服装や姿勢、立ち居振る舞いな
どで、注意を受けたことはありませんか。なかには、「なぜ形ばかりにこだわるのか」と思う人もいるでしょう。
この言葉は、「外見を整えると心まできちんとする。心がきちんとなると、服装や立ち居振る舞いは自然にしっ
かりしてくるものだ」という意味なのです。逆に言うと、普段から服装が乱れていたり、意欲のない生活をして
いると心までだらしなくなってしまい、それが服装などの外見に形として現れてしまうのです。生徒の皆さんが
社会人になった時に、誰からも認められ、称賛される言葉遣いや立ち居振る舞いのマナーを身に付けましょう。 
【お知らせ】 
○生徒個人写真撮影およびクラス写真撮影 
 10 月 22 日(水)に、個人写真の撮影を行う予定です。卒業アルバムだけではなく、私立高校等入試、県立高
校入試の際にも利用しようと考えているものです。学期間休業を利用して、頭髪等を整えていただければと思い
ます。また、10 月 29 日（水）には、卒業アルバム用のクラス写真撮影を行う予定です。 
○文化祭 
 11 月 1 日(土)が文化祭になります。また、11 月 4 日(火)は代休となります。有意義な過ごし方ができるよ
う、ご家庭でもご指導よろしくお願いします。 
○第 1 回進路相談 
 第 1 回進路相談は、11 月 6 日（木）から 11 月 13 日（木）までを予定しています。 
 この進路相談で、私立高校の第１回目入試の受験校や学科・コ－スの決定、県立高校の特色選抜についてなど
を、担任を交えて三者で話し合いたいと考えています。進路相談前に、ご家庭でも受験校や学科・コースなどを、
お子様としっかりご検討いたければと思います。 
○卒業準備金集金日（2 回目） 
 先月お知らせした通り、卒業アルバムや記念品などの購入に充てるものです。10/29(水)の朝、集金する予定
です。予備の集金日は設けておりませんので、2 回の集金で完納していただけるよう、ご準備をよろしくお願いいた
します。 
〇学校集金徴収日について 

口座振替日は，毎月 10 日 です。御準備，よろしくお願いいたします。 
[10 月・11 月の行事予定]  
10/1（水）  学校朝会 
10/2（木）  高等学校入試要項説明会（私立高校入試

要項説明会・県立高校受検に関する説明） 
10/8（水）  学年朝会   
10/9（木）  芸術鑑賞会 1234 鑑鑑 
10/10（金） 1 学期終業式 Ｂ6 12345 行 
    10/11（土）～10/15（水）学期間休業日 
10/16（木） 2 学期始業式 Ｂ6 行 13456 
        生徒会専門委員会 
10/17（金）  第 5 回実力テスト 
10/20（月） 地区英語スピ－チコンテスト 
10/22（水）  生徒個人写真撮影 

（卒業アルバム用・受検用） 
        生徒朝会  
10/24（金） Ｂ6 文化祭準備 
10/27（月） Ｂ6 文化祭準備 
10/28（火） Ｂ6 文化祭準備 県学校音楽祭中央祭 
10/29（水） クラス・学年全体写真撮影 

（卒業アルバム用） 
               卒業準備金集金日（2 回目） 
10/30（木）  Ｂ6 文化祭準備 
10/31（金） Ｂ6 3456 準準 

11/1（土）  文化祭 
11/4（火）  文化祭代休 
11/5（水）  Ⅱ期時間割開始 生徒朝会 
11/6（木）  第 1 回進路相談 Ｂ5 木 23456 
11/7（金）  第 1 回進路相談 Ｂ5 月 13456 
11/10（月） 第 1 回進路相談 Ｂ5 月 12346 
11/11（火） 第 1 回進路相談 Ｂ5 火 23456 
11/12（水） 第 6 回実力テスト 

持久走大会前健康診断 
11/13（木） 第 1 回進路相談 Ｂ5 木 13456 
11/15（土） 持久走大会（全市一斉土曜授業） 
11/18（火） 生徒会専門委員会 Ｂ6 
11/19（水） 学年朝会 
11/21（金） 県立高校学科説明会 
11/26（水） 学校朝会 
11/27（木） 3 年学年末テスト Ａ5 
        ＰＴＡ役員会 
11/28（金） お弁当の日 避難訓練 
 
 

 
 
 
 
 

バンブ－のつぶやき 
 

  『言葉で施す』 
仏法に「無財（むざい）の七施（ななせ）」という教えがあります。その中の一つに「言辞施（ごんじせ）」つまり、言葉で

施しができるとあります。人に、にこやかに挨拶をし、優しい言葉、なぐさめの言葉をかけることは、周りの人たちに、すが

すがしさと心の安らぎを与えることになるのです。 
反対に、挨拶ひとつできず、話をすれば相手に嫌な思いをさせたり、寂しい思いをさせることは、毎日、罪を重ねているこ

とになるのではないでしょうか。まして、人の悪口や捨て言葉などは、自分の品性を落としていることになるのです。 
日々のひと言、ひと言の積み重ねが、私たちの人生の幸せに大きくつながっているといえるでしょう。 


